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韓国の互助慣行
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換で， 2 ， 3 人から 5 ， 6 人あるいは20人から30人になることもあるが，普通は 2 ， 3
人の労働力の交換が多い（鈴木,［1943b］1973, 67-68頁：1958）（2）。このプマシは草刈
り，薪取り，除草，屋根葺き，垣根の修築など，また麦刈りでも行われたが，最も多い
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の農作業で牛をもてない家が飼っている家から牛を借りて，その分労働力でお返しをす
るプマシがかつてあった（2012年 3 月聞き取り）（7）。村内で行う茅の屋根葺きは今は 2
人が屋根の上に上がり， 5 人が下で茅をさばいて作業するなど，茅を買って専門職人に
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3 月の聞き取り）。海産物の収獲が多くない島もあるので， 1 つのグループが 2 つの島
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17
しお金をもらいそのまま逃げる人が出てくると，また銀行の利回りがよくなるとしだ

































































































































































































































































































































































































































































































表 3 － 2 ：韓国社会の互助関係
血縁，地縁，頚縁 タテの互助関係 ヨコの互助関係
同族意識（門中社会） 同じ系譜（血縁）につながる相互扶助 同じ門中内の相互扶助















図 3 － 1 ：韓国の互助社会の構造
韓国の互助慣行












































































きは一家から 2 人ほど出したと言う。地区の共同作業ではクリーンアップ作戦で年 1 回
草刈りやどぶ掃除があるくらいで，海の掃除は漁協の組合員がする。このように地域社
会では生活のために様々な互助慣行が生まれたが，しだいに衰退している。
鰐浦地区で区長を 1 回，副区長を 2 回，また消防団長や社会福祉協議会の役職も勤め
韓国の互助慣行






























地区の 3 人の80代の女性によると，麦つくりで「カタヨリをしよう」と言い， 5 人
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 　金鰲島は24の里（行政村）から構築され，この男性がいるユソン里はさらに 5 つの自然村
から成り，一番小さい25世帯の村が貧しいときは麦でタノモシをしていたと言う。
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